
新
政
反
対

一
漢
と
民
衆
的
想
像
力

は

じ

め

に

戦
前
か
ら
百
姓

7
環
の
先
駆
的
な
研
究
を
発
表
し
て
き
た
黒
正
巌
氏
は
'

1
八
七

1
年
か
ら
始
ま
る
､
明
治
維
新
政
府
の
新
政
に
反
対
す
る
1
投
に
対

し
て
'

｢人
知
の
幼
稚
な
時
代
｣
'

｢新
政
の
誤
解
'
無
理
解
｣
か
ら
起
こ

(1
)

っ
た
t
と
い
う
否
定
的
な
評
価
を
あ
た
え
て
い

る
｡

氏
は
､

｢
明
治
初
年
の

盲
姓

一
挺
は
'
社
会
の
急
激
な
る
変
革
に
よ
る
人
心
の
不
安
動
揺
'
新
政
府

の
統
制
力
の
薄
弱
'
人
民
の
懐
古
的
精
神
の
台
頭
'
離
禄
武
士
の
不
平
､
農

(2
)

民
の
頑
迷
無
智
等
の
素
因
｣
に
よ
る
t
と
さ
え
断
言
す

る
｡

こ
の
黒
正
氏
の
見
解
に
対
し
て
は
'
既
に
戦
前
か
ら
羽
仁
五
郎
民
ら
の
批

(3
)

判
が
あ
る

が
'
氏
の
場
合
は
'
維
新
政
府
の

｢開
明
｣
政
策
に
対
し
て
'
農

民
の
な
か
に

｢復
古
精
神
｣
や

｢頑
迷
無
智
｣
し
か
見
な
い
近
代
主
義
で
あ

る
｡
し
か
も
近
年
'
坂
野
潤
治
氏
は
'

一
八
七

1
年
の
血
税

一
庚
を
取
り
上

げ
て
'

｢政
府
の
側
も
か
な
り
教
条
主
義
的
な

『文
明
開
化
』
論
者
で
あ
れ

ば
'
農
民
の
方
も
相
当
に
頑
固
な
旧
慣
尊
重
著
で
あ
っ
た
｣
と
し
て
､
愛
媛

今

西

県
の

｢開
明
的
｣
布
告
を
紹
介
し
'

｢
血
税

1
携
と
こ
の
告
諭
文
と
を
比
較

す
れ
ば
'
私
な
ら
愛
媛
県
知
事
の
方
を
支
持
し
た
に
ち
が
い
な
い
｣
と
語
っ

(4
)

て
い

る
｡

ヽ

新
政
反
対

一
段
の

｢開
明
的
｣
為
政
者
対

｢無
知
蒙
昧
｣
な
民
衆
と
い
う

図
式
を
'
見
事
に
比
判
し
た
の
は
安
丸
良
夫
氏
で
あ
る
｡
安
九
氏
は
､
維
新

政
府
こ
そ
が
'
民
衆
の

｢
民
俗
｣
や
地
域
社
会
を
破
壊
す
る
元
凶
で
あ
り
'

近
代
化
-
文
明
化
の
名
の
も
と
に
'
民
衆
生
活
の
な
か
に

｢分
割
線
｣
を
引

き
､
国
家
に
と
っ
て
不
用
な
も
の
を

｢
旧
慣

･
隈
習

･
迷
信

I
愚
昧
な
ど
｣

(5
)

と
し
て
埋
葬
し
て
き
た
社
会
で
あ

る
｡

新
政
反
対

丁
投
で
の
民
衆
の

｢解
放

幻
想
｣
を
無
知
な
も
の
と
し
か
見
な
い
の
は
'
近
代
主
義
の
毒
牙
で
あ
り
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

｢幕
藩
制
下
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
｣

｢現
存
の
国
家
権
力
そ
の
も
の
に
敵

(6
)

対
｣
す
る
一
挺
の
出
現
と
し
て
い

る
｡

ま
た
､
こ
の
新
政
反
対

丁
投
の

｢民
衆
的
想
像
力
｣
に
注
目
す
る
佐
竹
昭

(7
)

広

･
川
村
邦
光
氏
の
研
究
が
あ

る
.

佐
竹
民
ら
は
'
近
世
文
学
や
民
話
な
ど

を
使
い
な
が
ら
'

1
挟
の
な
か
で
の
民
衆
の

〝集
合
幻
想
″

C
o

JZec
tif

五
九



花

園

史

学

imag
in
a
ire
(ジ
ャ
ッ
ク
･
ル
ゴ
フ
)
に
注
目
し
て
い
る
｡
私
も
ま
た
'

1八七
一
年
の
新
政
反
対

1
枚
の
な
か
に
現
れ
た
流
言
輩
語
を
紹
介
し
て
､

民
衆
の

〝集
合
幻
想
″
を
考
え
て
み
た
い
O

一

新
政
反
対

l
摸
と
流
言
輩
語

明
治
初
年
の
一
挟
ほ
'
表

l
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
'

1
八
七

t
牢
の
廃
藩

匿
県
を
劃
期
に
'
大
き
-
そ
の
性
格
を
変
貌
す
る
｡
地
域
別
に
見
て
も
､
関

東
地
方
な
ど
の
東
日
本
か
ら
近
畿

･
中
国
地
方
な
ど
の
西
日
本
が
闘
争
の
主

要
な
舞
台
と
な
り
'
闘
争
の
要
求
も
新
政
反
対
が
中
心
的
な
課
題
と
な
っ
て

く
る
.
七
一
年
の
四
九
件
の
1
按
の
な
か
で
'
新
政
反
対

1
挟
は
l
二
件
で

あ
り
､
福
島
県
の
1
件
を
除
-
と
す
べ
て
西
日
本
で
あ
る
b
七
二
年
は
二
七

件
巾
五
件
'
七
三
年
は
三
六
件
中

二
七
件
と
な
る
｡
七

7
年
か
ら
は
購
民

｢
解
放
令
｣
反
対
が
要
求
の
ひ
と
つ
に
入
り
､
七
三
年
に
は
徴
兵
令
反
対

l

穀
が
激
発
し
て
く
る
D
新
政
反
対

1
挟
､
な
か
で
も
徴
兵
令
反
対

一
漢
は
､

西
日
本
が
主
要
な
舞
台
と
な
る
｡
要
求
の
内
容
か
ら
見
て
も
'
六
七
年
か
ら

七

1
年
迄
を

｢
世
直
し
｣

一
県
段
階
'
七

1
年
八
月
か
ら
七
三
年
迄
を
新
政

反
対

1
探
段
階
､
七
四
年
以
降
を
地
租
改
正
反
対

一
段
の
段
階
と
区
分
し
て

お
き
た
い
｡

そ
こ
で
､
ま
ず

1
八
七

1
年
の
段
階
で
'
西
日
本
に
流
布
し
て
い
た
流
言

輩
語
を
紹
介
し
て
み
ょ
う
｡

1
八
七
1
年
八
月
三
日
付
の
愛
媛
の
新
谷
県
で

六
〇

出
さ
れ
た

｢布
告
｣
に
は
-

/
此
節
薬
品
中
或

ハ
西

洋
医
水
薬
等
､
又

ハ
川
々
井
水
二
毒
有
之
哉
之
流

言
広
ま
り
､
人
心
庚
を
生
し
服
薬
等
不
致
も
の
有
之
故

二
相
聞
へ
以
之

外
之
事

二
俣
'
右
横
之
義
決
而
無
之
様
安
心
可
致
候
-
二
時
)
-

1
､
人
勾
引
J･唱
へ
子
供
を
取
も
の
有
之
へ
夜
分
杯
病
カ
ニ
連
帰
候
杯

申
触
之
侯
著
有
之
趣
､
全
-
流
言
二
而
是
等
之
義
決
而
無
之
由
-
-

(略
)
…

(r･▼)

T
.
薬
貫
之
類
或
ハ
や
し
と
唱
へ
侯
等
'
村
々
俳
掴
種
々
之
流
言
致
鋲

趣
二
付
､
見
合
次
第
早
々
二
召
輪
可
差
出
侯
､

(
8
)

と
あ

る
｡
西
洋
医
者
が
水
薬
や
川

･
井
戸
水
に
毒
を
入
れ
､
子
供
が
誘
拐
さ

れ
た
と
い
う
噂
が
広
ま
っ
て
お
り
､
県
側
は
噂
を
広
め
て
い
る
の
は
'

｢薬

買

(売
)
之
額
｣
や

｢
や
し
｣
と
呼
ば
れ
て
い
る
商
人
だ
と
し
て
い
る
｡

広
島
で
は
'
七

1
年
八
月
か
ら
芸
備

〓
ハ
郡
下
で

｢芸
備
両
国

1
庚
｣

(武

一
騒
動
)
が
は
じ
ま
る
が
､

そ
の
最
も
激
化
地
帯
で
あ
る
世
羅
郡
で

ま
t

一'

涙
銀
卜
唱
へ
三
千
両
ト
カ
絶
百
姓
へ
御
意
被
下
シ
処
､
割
庄
屋
手

元
へ
取
込
下
方
へ
相
渡
不
申
云
々
ノ
流
言
｡

一
'
上
ヨ
リ
割
庄
星
共
へ
桐
ノ
箱
相
渡
宿
二
所
持
イ
タ
シ
'
其
内
耶
蘇

宗
ノ
秘
仏
納
メ
有
之
'
全
ク
庄
屋
共

ハ
太
政
官
ノ
手
先
ナ
ル
ヨ
シ
云

々
ノ
流
言
｡



蓑 1 1868- 73年 の 農 民 - 援

新
政
反
対

1
崇
と
民
衆
的
想
像
力 43(16) 8 ( 1)1 2 2 J 1

近 畿 5(3)10(3) 5(1) 6

中 国 7 55 9

山 陰 1 3(1)2 6

3 10 17

(備考) ① 東北地方は青森 ･岩手 ･秋田 ･山形 ･宮城 ･福島県と北海道､北陸

地方は新潟 ･富山 ･石川 ･福井県､関東地方は東京府 ･茨妖 ･栃木 ･

千葉 ･群馬 ･埼玉 ･神奈川県､東山地方は長野 ･山梨県､東海地方は

静岡 ･愛知 ･岐鼻県､近畿地方は大阪 ･京都府 ･兵庫 ･奈良 ･滋賀 ･

三重 ･和歌山県､中国地方は岡山 ･広島 ･山口県､山陰地方は鳥取 ･

島根県､四国地方は愛媛 ･香川 ･徳島 ･高知県､九州地方は福岡 ･佐

賀 ･長崎 ･熊本 ･大分 ･宮崎 ･鹿児島 ･沖縄県｡

② 都市騒擾 ･村方騒動は除く｡

③ 1868-70年の ( )内は､天領 .直轄府県の一挺.

④ 青木虹二 『首姓-挨総合年表』 (1971年)による.



花

園

史

学

一
'

自
今
年
貢
取
立
研

一
斗
二
升

ハ
三
杯
ノ
取
立
二
相
成
'
往
ク
先
キ

立
行
兼
ヌ
ル
云
々
ノ
流
言
｡

一
'
女
子
十
五
歳
ヨ
リ
二
十
歳
迄
ノ
著
井
土
飼
牛
等
異
人
へ
売
渡

二
相

成
､
内
密
割
庄
屋
共
へ
申
渡
出
来
居
ル
趣
云
々
ノ
流
言
｡

一
'
持
成
田
畑
爾
後
八
畝
割

ニ
テ
年
貢
取
立
相
成
ト
ノ
流
言
｡

一
㌧
太
政
官

ハ
異
人
力
政
事
ヲ
取
扱
処
ニ
シ
テ
'
異
人

ハ
女
ノ
血
ヲ
絞

リ
テ
飲
,,,'
牛
ノ
肉
ヲ
食
ト
シ
常
々
猿
ノ
如
キ
着
物
ヲ
着
シ
居
ル
赴

ニ
テ
'
巳
ニ
ド
コ
ソ
コ
ニ
数
人
ノ
毛
唐
来
り
現

二
血
ヲ
飲
ミ
ツ
､
ア

リ
シ
処
ヲ
見
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
云
々
ノ
流
言
｡

(9
)

と
い
っ
た
流
言
が
さ
さ
や
か
れ
て
い

る

｡

維
新
政
府
と
そ
れ
に
従
う
割
庄
屋

へ
の
'
民
衆
の
激
し
い
憎
悪
を
感
じ
る
｡

｢
太
政
官

ハ
異
人
力
政
事
ヲ
取
扱

処
ニ
シ
テ
'
異
人

ハ
女
ノ
血
ヲ
絞
リ
テ
飲
ミ
､
牛
ノ
肉
ヲ
食
ト
シ
常
々
猿
ノ

如
キ
着
物
ヲ
着
シ
居
ル
赴
｣
と
は
'
な
ん
と
も
す
さ
ま
じ
い
太
政
官
批
判
で

あ
る
｡
し
か
も
､
太
政
官
よ
り
割
庄
屋
に
渡
さ
れ
た
桐
の
箱
に
は
耶
蘇
宗
の

｢
秘
仏
｣
が
納
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
流
言
か
ら
は
'
新
政
策
を
次
々
と
断

行
す
る
太
政
官
は
キ
リ
シ
タ
ン
だ
と
す
る
へ
民
衆
の
恐
怖
が
読
み
取
れ
る
｡

同
じ
広
島
の
賀
茂
郡
市
飯
田
村
で
も
-

一
千
石
之
村

二
当
り
女
壱
人

･
牛
壱
疋
宛
差
出
侯
様
被
仰
出
有
之
哉
之

事
一
右
女
卜
牛

ハ
異
人
江
御
渡
し
こ
相
成
侯
哉
之
事

六
二

一
右
世
話
料
と
し
て
金
こ
高
両
敬
へ
営
郡
役
人
江
相
渡
り
侯
由
之
事

一
竹
之
丸
御
涙
銀
御
下
二
相
成
居
候
哉
之
事

(10
)

と
い
っ
た
流
言
が
広
ま
っ
て
い
る

｡

こ
の
村
の
庄
屋
平
賀
隆
右
衛
門
は
'
村

人
が

｢朝
廷
を
恐
多
く
も
鬼
の
如
く
嫌
ひ
供
事
之
様
被
相
考
申
侯
｣
と
さ
え

(ll
)

語
っ
て
い
る
｡

朝
廷
や
太
政
官
が
鬼
の
相
う
に
嫌
わ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で

あ
る
｡
民
衆
の
維
新
政
府
へ
の
不
信
感
が
よ
く
わ
か
る
｡

伊
予
の
大
洲
で
も

1
八
七

一
年
八
月
に
大
洲
騒
動
が
勃
発
し
て
い
る
C
後

年
'

1
祭
の
参
加
者
た
ち
の
回
想
に
よ
る
と
I

明
治
の
初
年
痢
病
や
痘
疫
か
流
行
し
死
す
る
も
の
が
多
-
あ
っ
た
が
'

そ
の
当
時
鎌
田
さ
ん
が
種
痘
を
取
故

っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
｡
中
に
は
或

時
誤
っ
て
熟
の
あ
る
小
児
に
種
痘
し
て
'

一
層
の
苦
悩
を
与
へ
死
去
し

た
こ
と
が
あ

っ
た
と
か
で
'
種
痘
は
人
を
殺
す
た
め
に
す
る
の
だ
と
云

ふ
噂
が
パ
ッ
ト
立
っ
て
恐
怖
致
し
ま
し
た
｡
明
治
に
な
り
廃
藩
置
県
の

結
果
､
軍
隊
が
新
た
に
組
織
さ
れ
て
軍
用
筒
な
ど
は
大
洲
で
払
下
に
な

り
'
軍
馬
の
必
要
も
な
く
な
っ
た
の
に
軍
馬
や
馬
糧
を
出
せ
'
麻
や
綿

を
持
っ
て
こ
い
な
ど
と
云
っ
て
'
苛
飲
訣
求
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
と

云
ふ
不
平
も
起
り
ま
し
た
｡
又
我
国
に
は
外
国
か
ら
借
銭
が
多
-
て
'

今
に
も
四
国
は
第

一
に
外
国
に
取
ら
れ
る
の
た
と
云
ふ
風
説
が
旺
ん
に

宣
伝
せ
ら
れ
た
｡

(12
)

と
あ
る
｡
種
痘

･
物
質
散
発
と
な
ら
ん
で
'
四
国
が
外
国
に
売
ら
れ
る
と
い



う
流
言
が

T
僕
の
引
き
が
ね
に
な
っ
て
い
る
.
ま
た

｢
明
治
四
年
大
洲
騒
動

見
聞
録
｣
に
よ
る
と
､

｢
血
を
取
油
を
取
｣
る
と
か
'
｢唐
人
の
飼
育

二
成
｣

(13
)

と
か
'

｢
井
戸
に
毒
を
入
る
｣
と
い
っ
た
流
言
も
み
ら
れ

る
o

や
は
り
久
万
山

･
久
山
騒
動
の
起

っ
て
い
る
松
山
の
周
辺
で
も
'

｢
牛
や

人
や
を
外
国

二
送
り
'
ま
た
は
子
供
を
う
し
な
ひ
候
も
の
も
有
之
｣
と
い
っ

(14
)

た
流
言
が
広
ま
っ
て
い
る
｡

な
か
に
は
-

久
万
山
住
民
而
己
ナ
ラ
ズ
各
郡
乃
至
各
藩
中

二
モ
流
言
シ
テ
日
ク
'

(t･F･)

大
政
官

ハ
人
ヤ
牛
ヲ
外
国

二
渡
シ
､
外
人

ハ
生
血
ヲ
採
り
為
ス
所
ア
ル

ト
'
之
レ
雀
痘
施
術
等
ヲ
靴
伝
シ
ク
ル
敬
'
又
日
ク
今
ノ
御
后

ハ
昔
シ

噛
シ
ノ
玉
藻
前
卜
云
7
人

二
頬
シ
､
毎
日
数
升
ノ
生
血
ヲ
吸
ヒ
之
ル
ニ

供
ス
ル
為
'
追
々
我
等
ノ
生
年
月
日
ヲ
調
べ
置
キ
'
時

二
臨
ソ
デ
引
出

サ
ル
ル
ト
'

(
15
)

と
い
う
流
言
さ
え
あ
っ
た

｡

皇
后
を
歌
舞
伎

･
浄
瑠
璃
に
で
て
-
る
九
尾
の

孤
-
玉
藻
前
だ
と
見
て
い
る
｡

同
じ
頃
に
福
山
県
で
も

一
投
が
起
こ
っ
て
お
り
'
こ
こ
で
は

｢
明
後
日
'

二
十
日
早
朝
'
御
殿
様

ニ
ハ
我
々
下
々
ノ
老
ヲ
匿
キ
捨

ニ
シ
テ
'
オ
江
戸

へ

御
上
リ
ニ
ナ
ラ
レ
ン
ゾ
ヤ
､
今
へ
我
々
ガ
見
放
サ
レ
ナ
パ
'
又
黒
船
ガ
人
々

ヲ
取
-
ニ
来
チ
モ
'
防
グ
事

ハ
出
来
ヌ
ゾ
ヤ
､
女

ハ
異
人

二
奪

ハ
レ
'
子
供

等
ノ
生
血

ハ
毛
唐
人
工
吸
ラ
レ
ル
ゾ
'
御
殿
様
ヲ
引
キ
止
メ
ヨ
'
皆
ノ
衆
出

(16
)

合

へ
〈

｣
と
い
っ
た
流
言
が
'
蜂
起
の
な
か
で
叫
ば
れ
て
い

る

o

l
拷
後

新
政
反
対
1
漠
と
民
衆
的
想
像
力

の

｢
説
諭
書
｣
に
よ
る
と
､

｢
婦
人
井
牛
鶏
等
異
国

へ
相
渡
ス
｣
'

｢
戸
籍

人
別
吟
｣
'

｢
電
信
機
｣
へ

｢
俵
掠
井
三
斗
壱
升
入
ヲ
≡
斗
何
升
ト
カ
ニ
改

(17
)

ル
｣
こ
と
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
｡

一
〇
月
に
は
浜
田
県
下
見
国
安
濃
郡
で
､
氏
子
改
め
に
反
対
す
る
真
宗
門

徒
の

1挨
が
鎮
圧
さ
れ
て
い
る
Q
こ
の
な
か
で
も
I

首
石
高
に
付
人
三
人
牛

一
疋
宛
御
付
取
異
人
へ
渡
る
哉
の
風
聞
､
其
外

下
方

1
統
衣
瑛
諸
具
農
具
に
至
る
迄
付
立
て
御
取
上
げ
と
云
評
判
も
有

之
'
廿
日
頃
善
林
寺
報
談
の
節
参
詣
仕
侯
処
'
静
間
村
辺
に
は
牛
を
釣

上
げ
血
を
取
り
耕
作
の
役
に
立
た
ぎ
る
様
致
し
侯
趣
'
是
等
異
人
よ
り

伝
り
侯
事
成
る
よ
し
'
彼
是
を
案
じ
番
札
等
も
不
審
に
侯
も
の
多
く
'

(18
)

と
い
っ
た
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
｡

流
言
だ
け
で
は
な
く
'
実
際
に
牛
が
釣

り
上
げ
ら
れ
て
'
血
を
取
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
O

そ
し
て
播
州

･
生
野
地
方
で
起
こ
っ
た
播
但

丁
投
の
な
か
で
も
-

此
度
之
儀

ハ
年
貢
ヲ
銀
納

二
相
成
り
'
米
代
金
之
違
有

二
付
'
又
磯
多

一
条
之
儀
も
有
之
､
生
野
県
年
貢
三
分
引
と
申
侯
得
共
不
聞
入
侯
､
何

分
太
政
官
さ
ば
き
あ
し
き
侯
間
､
年
貢
ノ
引
斗
リ
之
事

こ
て

ハ
無
御
座

候
､
只
太
政
官
朝
敵
之
の
ぼ
り
ヲ
立
候
'
命
ヲ
捨
テ
致
す
事
也
-
(略
)

-
･元
の
起
リ
ハ
播
州
へ
三
年
之
間

二
丑
壱
疋

二
女
壱
人
差
上
侯
御
沙
汰

有
'
人
別
改
メ
九
月

二
御
沙
汰
､
何
月
何
日
之
刻
書
上
る
-
(略
)
…

(19
)

と
い
っ
た
流
言
が
さ
さ
や
か
れ
て
い

る

.

1
質
が

｢
太
政
官
朝
敵
｣
と
い
う

六

三



花

園

史

学

職
を
か
か
げ
た
と
い
う
証
拠
は
､
残
念
な
が
ら
見
つ
か
ら
な
い
が
'
そ
う
い

流
言
の
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
｡
ま
た

｢播
州
へ
三
年
之
問
二
丑
壱
疋

二
女
壱
人
差
上
侯
｣
と
い
う
流
言
の
あ
っ
た
こ
と
は
1
漢
の
要
求
か
ら
も
わ

(20
)

か
り
､
他
に

｢播
州

･
尾
州
入
替
｣
な
ど
の
流
言
も
聞
か
れ
る
｡

津
山
県
で
も
'

｢近
来
高
千
石
二
付
'
女
壱
人
牛
壱
疋
異
人
江
相
渡
候
様

(21
)

相
成
侯
趣
｣
と
い
っ
た
流
言
が
生
ま
れ
て
い

る

｡

ま
た
其
嶋
騒
動
の
な
か
で

も
ー
か
ゝ

る
処
に
'
国
々
清
々
津
々
下
評
に
は
'

｢
村
高
富
石
に
付
牛
三
疋

･娘

壱
人
差
出
せ
｣
と
'
異
人
よ
り
申
来
る
風
聞
あ
り
L
が
'
国
々
是

を
聞
い
て
大
ひ
に
驚
き
'
猶
又
'
愛
に
存
外
御
上
納
御
年
貢
筋
之
御
沙

汰
に
は
､

｢御
米
納
義
は
､
是
迄
と
事
違
ひ
'
俵
四
斗
壱
升
俵
に
て
'

縄
俵
目
方
弐
貫
目
｣
之
触
出
｡

と
'

｢村
高
官
石
に
付
牛
三
疋

･
娘
壱
人
差
出
せ
｣
と
い
う
流
言
が
聞
か
れ
､

(22
)

そ
こ
え
俵
拓
に
つ
い
て
介
入
が
始
ま
り
､
騒
動
へ
と
発
展

す
る
O

最
後
に
'
高
知
で
は
-

当
時
吸
江
今
の
県
社
春
野
神
社
の
処
に
立
派
な
病
院
が
建
て
て
あ
っ
て
､

そ
こ
で
種
痘
を
行
っ
た
｡
旧
県
庁
の
建
物
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
｡
当
時

(方
)

県
庁
の
皆

一
合
二
合
の
漠
法
医

で
あ
っ
た
の
に
､
病
院
幹
部
の
医
者
は

皆
直
参
の
西
洋
人
で
あ
っ
た
｡
-

(略
)
-
病
院
は
何
れ
も
鉄
製
の
寝

台
付
で
あ
っ
た
'
其
の
鉄
製
の
寝
台
の
上
に
患
者
が
臥
し
居
る
を
見
て
'

六
四

t･Iつ
き
ゆ

此
処
が
異
人
の
来
て
脂
を
取
る
所
で
､
鉄
製
の
寝
台
を

鉄

条

と

誤
認
し

患
者
は
鉄
条
の
上
で
知
ら
ず
-
～
脂
を
抜
か
れ
て
笑
い
く

死
ぬ
杯
と

言
ひ
鯖
ら
し
た
-
O

5
塊
E

と
い
う
流
言
が
引
き
金
と
な
っ
て

r
脂
取
り

一
携
｣
が
起
こ

る

.

1
%
'勢
の

主
張
に
は

｢此
度
政
府
藩
主
を
追
出
し
､
夷
人
愚
見
の
姦
更
を
県
庁
に
据
え
'

我
が
日
本
人
民
を
外
国
に
売
渡
し
'
膏
を
取
り
へ
彼
の
滋
養
に
供
出
せ
し
め

(24
)

る
趣
｣
と
い
っ
た
排
外
主
義
も
見
ら
れ

る

｡

〓

民
衆
的
想
像
力
の
世
界

一
八
七

一
年
当
時
の
中
国

･
四
国
地
域
の
代
表
的
な
流
言
輩
語
を
見
た
｡

異
人
､
脂
取
り
へ
血
取
り
'
子
取
り
､
女
取
り
'
牛
取
り
､
種
痘
､
毒
薬
な

ど
'
よ
く
似
た
話
が
流
布
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
｡
こ
れ
れ
ら
の
噂
が

行
商
人
な
ど
に
よ
っ
て
､
か
な
り
広
域
的
に
噂
が
広
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
｡

ま
た
､
こ
れ
ら
の
流
言
は
'
維
新
政
府
や
庄
屋
た
ち
を
厳
し
-
糾
弾
し
て

を

い
る
o
太
政
官
は
異
人
の
政
府
で
あ
る
と
か
'
政
府
も
床

屋

も
キ
リ
シ
タ
ン

首

と
い
っ
た
流
言
も
あ
｡
,
皇
后
が
玉
藻
前
=
九
尾
の
懲

言

す
る
璽

ロも

あ
る
｡
彼
ら
は
朝
廷
を
含
む
維
新
政
府
に
､
強
い
不
信
と
恐
布
を
抱
い
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
｡

｢
子
取
り
｣
に
つ
い
て
は
'
柳
田
国
男
氏
が
'
自
身
の
体
験
も
含
め
て
次



(
25
)

の
よ
う
な
興
味
深
い
発
言
を
行
っ
て
い
る
｡

子
供
の
い
な
く
な
る
不
思
議
に
は
､
お
お
よ
そ
定
ま
っ
た
季
節
が
あ
っ

た
｡
自
分
た
ち
の
幽
か
な
記
憶
で
は
秋
の
末
か
ら
冬
の
か
か
り
に
も
へ

こ
の
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
が
'
或
い
は
誤
っ
て
い
る
か
も
知
れ

ぬ
｡
多
く
の
地
方
で
は
旧
暦
四
月
'
蚕
の
上
族
や
麦
苅
入
れ
の
支
度
に
'

農
夫
が
気
を
と
ら
れ
て
い
る
時
分
が
､

一
番
あ
ぶ
な
い
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
い
た
｡
-

(略
)
-

東
京
の
よ
う
な
繁
華
の
町
中
で
も
､
夜
分
だ
け
は
隠
れ
ん
ぼ
は
せ
ぬ
こ

と
に
し
て
い
る
｡
夜
か
-
れ
ん
ば
を
す
る
と
鬼
に
連
れ
て
行
か
れ
る
｡

ま
た
は
隠
し
婆
さ
ん
に
連
れ
て
行
か
れ
る
と
い
っ
て
'
小
児
を
戒
め
る

親
が
ま
だ
多
い
｡
村
を
あ
る
い
て
い
て
夏
の
夕
方
な
ど
に
'
児
を
喚
ぶ

女
の
金
切
声
を
よ
く
聴
く
の
は
､
夕
飯
以
外
に
一
つ
に
は
こ
の
畏
怖
も

あ
っ
た
の
だ
O
-

(略
)
…
福
知
山
附
近
で
は
晩
に
暗
く
な
っ
て
か
ら

か
く
れ
ん
ぼ
う
を
す
る
と
､
隠
し
神
さ
ん
に
隠
さ
れ
る
と
い
う
そ
う
だ

が
'
そ
れ
を
他
の
多
く
の
地
方
で
は
狸
狐
と
い
い
､
ま
た
は
隠
し
婆
さ

ん
な
ど
と
も
い
う
の
で
あ
る
｡
隠
し
婆
さ
ん
は
古
-
は
子
取
尼
な
ど
と

も
い
っ
て
､
実
際
に
京
都
の
町
に
も
あ

っ
た
こ
と
が
'

『
園
大
層
』
の

文
和
二
年
三
月
二
十
六
日
の
条
に
出
て
い
る
｡
取
上
げ
婆
の
子
取
り
と

は
ち
が
っ
て
､
こ
れ
は
小
児
を
盗
ん
で
殺
す
の
を
職
業
に
し
て
い
た
の

で
あ
る
｡
な
ん
の
為
に
と
い
う
こ
と
は
記
し
て
い
な
い
が
､
近
世
に
入

新
政
反
対
1
舞
と
民
衆
的
想
像
力

っ
て
か
ら
は
血
取
り
と
も
油
取
り
と
も
名
づ
け
て
'
罪
な
き
児
童
の
血

や
油
を
'
何
か
の
用
途
に
供
す
る
か
の
ご
と
-
想
像
し
､
近
-
は
南
京

皿
の
染
附
に
使
う
と
い
う
が
ご
と
き
､
い
わ
ゆ
る
横
縁
域
の
風
説
が
繰

り
返
さ
れ
た
｡

1
庚
の
な
か
で

｢
子
取
り
｣
の
話
が
広
ま
っ
た
の
も
'
旧
暦
の
八
月
頃
か

ら
で
'
秋
の
季
節
で
あ
る
｡
子
供
の
生
肝
が
不
治
の
病
に
効
く
と
し
て
'

そ
れ
を
調
達
す
る
た
め
の
誘
拐
事
件
が
洛
外
で
頻
発
し
た
こ
と
は
'

『
園
太

暦
』

(
一
四
世
紀
)
や

『
万
里
小
路
日
記
』

(
一
五
世
紀
)
に
も
書
か
れ
て

い
る

｡
そ
し
て
浄
瑠
璃
や
説
教
節
の

｢
阿
弥
陀
の
胸
割
｣
な
ど
で
も
'
子
供

の
生
肝
が
難
病
の
薬
と
し
て
売
ら
れ
る
話
が
'
常
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
Q
医

学
史
の
富
士
川
湛
氏
の

『
迷
信
の
研
究
』
に
よ
る
と
'
明
治

･
大
正
に
な
っ

て
も

｢
神
戸
'
大
阪
に
て
小
児
を
買
集
め
て
､
小
児
の
生
肝
を
採
っ
て
売
薬

へelU)

を
造
る
｣
と
い
う
噂
が
流
布
し
て
い
た
と
い

う

O

そ
れ
で
は
､
柳
田
氏
の
い
う

｢
顔
蔵
城
｣
と
は
何
の
こ
と
だ
ろ
う
か
O
井

原
西
鶴
に

『
本
朝
二
十
不
孝
』
と
い
う
作
品
が
あ
る
｡
こ
れ
は
､
伊
勢
国
鳥

羽
の
鍛
冶
星
の
息
子
藤
助
が
'
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
船
乗
り
に
な
り
'

遭
難
し
て
異
国
に
漂
着
し
'
そ
こ
で
彼
が
体
験
し
た
の
は
-

彼
藤
助
は
'
嶋
に
残
さ
れ
有
L
を
'
見
な
れ
ぬ
唐
人
あ
ま
た
来
り
'
取

さ
ぴし

囲
て
連
帰
り
､
鉄
門
の

緊

き

人
家
に
入
て
､
銅
の
柱
に
'
貫
と
を
せ
し

中
程
に
､
逆
倒
に
釣
揚
､
手
足
の
筋
を
と
り
て
､
人
油
を
絞
ら
れ
L
は

六
五



花

園

史

学

生
を
か
へ
ず
に
'
地
獄
の
責
に
あ
ひ
ぬ
｡
よ
は
れ
ば
薬
を
与
へ
て
'
生

つ
殺
し
っ
､
日
数
ふ
る
内
に
'
日
本
よ
り
渡
来
の
僧
四
有
余
州
を
順
て

tr̂
す
み

此
所
に
き
た
り
､
暫

才

子

'

此
有
様
を
見
給
ふ
に
､
藤
助
､
む
か
し
の

形
は
'
眼
ば
か
り
動
き
て
､
右
の
小
指
を
-
ひ
き
り
'
左
の
た
も
と
に
お
そ
ろし

心
の
程
を
書
て
見
せ
る
｡

｢
･･･
(略
)
･･･此
所
は
横
顔
城
と
て
､
催

き
国
な
れ
ば
'
命
を
と
ら
れ
給
ふ
な
｣
と
'
書
付
て
見
せ
L
に
､
お
ど

し
ゆぎ
やう

ろ
き
､
宴
を
立
ち
の
き
､
執

行

の

後
'
帰
朝
し
給
ひ
'
此
里
に
来
り
て
'

此
物
が
た
り
あ
そ
ば
し
け
る
｡

(Nt-)

と
い
っ
た
話
で
あ

る

.

こ
の

｢
瀕
頼
娩
｣
の
伝
説
は
､
古
-
か
ら
伝
わ
っ
て

お
り
､
既
に

『今
昔
物
語
集
』
の
な
か
に
も
'

｢
慈
覚
大
師
'
恒
唐
俸
顕
密

法
帰
来
語
｣
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
｡

九
世
紀
の
初
頭
､
慈
覚
大
師
こ
と
円
仁
が
唐
の
人
里
離
れ
た
山
中
に
迷
い

こ
み
'
城
門
を
見
つ
け
て
な
か
の
家
屋
を
の
ぞ
き
こ
む
と
'

｢
人
ヲ
縛
テ
上

テ
釣
り
置
テ
､
下

三
笠
ヲ
置
テ
､
其
壷

二
血
ヲ
垂
レ
入
ル
｣
と
い
う
情
景
で

あ
っ
た
｡
大
師
が
､

｢
是

ハ
何
ナ
ル
所
ゾ
｣
と
聞
-
と
'
縛
ら
え
て
い
た
男

(加
)

は

'

｢
頻
瓶
城
｣
だ
と
答
え
て
'
先
の
藤
助
と
同
じ
よ
う
な
話
を
す

る
｡
こ

の

『今
昔
物
語
』
と
同
様
の
話
は
､

『
打
聞
集
』

『
宇
治
拾
遺
物
語
』

『
私

祭
百
因
縁
集
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
O
西
鶴
の
話
が
､
こ
れ
ら
の
古
典
を
題

材
に
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
｡
異
国
に
は
人
の
血
を
絞
る

｢
歳
掘
或
｣

が
あ
る
と
い
う
話
が
､
西
鶴
の
小
説
や
説
話
を
通
し
て
人
々
の
生
活
の
な
か

六
六

に
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

人
は
未
曾
有
の
恐
怖
に
直
面
し
た
時
'

｢
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
=
神
話
的
｣
な

も
の
を
再
生
さ
せ
る
と
い
う
｡
太
政
官
が

｢
異
人
の
政
府
｣

に
な
っ
た
と
い

う
流
言
の
な
か
に
､
民
衆
は
必
死
に
な
っ
て
自
分
た
ち
の

｢
民
俗
的
世
界
｣

の
な
か
に
敵
の
正
体
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
姿
が
見
え
る
｡
決
し
て

｢徴
兵

告

諭

｣

の

｢
血
税
｣

と
い
う
文
字
の
誤
解
に
よ
っ
て
蜂
起
し
た
と
い
う
単

純

な

も

の
で
は
な
い
｡
そ
こ
に

｢
い
わ
ゆ
る
頻
顕
城
の
風
説
が
繰
り
返
さ
れ

た
｣
根
拠
が
あ
る
｡

し
か
し
'
維
新
政
府
の
方
か
ら
す
れ
ば
へ
こ
の
民
衆
の
恐
怖
と
憎
悪
を
取

り
除
-
必
要
が
あ
り
､
彼
ら
が
よ
っ
て
立
つ

｢
民
俗
的
世
界
｣
を
改
編
す
る

必
要
が
あ
っ
た
｡
そ
れ
が
維
新
政
府
の
急
激
な
文
明
開
化
-
近
代
化
の
論
拠

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
｡

註(-
)

黒
正
巌

｢北
条
県
の
百
姓
1
挟
｣

(同

『盲
姓
1
挨
史
談
』
l
九
三
四
年
)

一
二
一
号

(2
)

同
｢四
民
平
等
令
と
百
姓
1
挟
｣
1
九
三
〇
年

(同
『百
姓
l
環
の
研
究
･

続
編
』
一
九
五
九
年
)
三
三
八
1
三
三
九
頁
.

(3
)

羽
仁
五
郎

｢幕
末
に
お
け
る
社
会
経
済
状
態

･
階
級
関
係
お
よ
び
階
級
闘

争
｣
1
九
三
二
年

(
『羽
仁
五
郎
歴
史
論
著
作
集
･
第
三
巻
』
T
九
六
七
年
)
｡

(4
)

坂
野
潤
治

｢
日
本
近
代
史
と
今
日
の
日
本
｣

(
『社
会
科
学
研
究
』
第
三
八

巻
四
号
'
一
九
八
｣ハ年
)
二
三
六
-
二
三
七
頁
｡



(5
)

(6
)

(7
)

(,JJ)
(9
)

(10
)
(n
)

(12
)

(13
)

(14
)

(15
)

(16
)

(17
)

(18
)

(19
)

安
丸
良
夫

『神
々
の
明
治
維
新
』

一
九
七
九
年
'
八
-
九
貢
｡

同

『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』

1
九
七
四
年
､
二
八
二
頁
｡
な
お
安
九

氏
の
研
究
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢近
代
日
本
の

『国
民
国
家
』
と
地
域
社
会
｣

(
『
歴
史
評
論
』
第
五
〇
〇
号
､

一
九
九

一
年
)
参
照
｡

佐
竹
昭
広

『酒
呑
童

子
異
聞
』

1
九
七
七
年
'
川
上
邦
光

『幻
視
す
る
近
代

空
間
』

1
九
九
〇
年
｡

｢新
谷
藩
日
誌
｣

(
『愛
媛
県
史
資
料
編

幕
末
維
新
』

一
九
八
七
年
)
六

〇
四
京
｡

｢明
治
四
年
世
羅
郡
百
姓

l
撰
顛
末
記
｣

(青
木
虹
二
他
編

『
日
本
庶
民
生

活
史
料
集
成
』
第

一
三
巻
'

一
九
七
〇
年
)
六

一
七
-
六

一
八
貢
｡

平
賀
家
文
書

(広
島
大
学
文
学
部

国
史
研
究
重
蔵
)O

同
右
.

｢大
洲
騒
動
の
回
顧
｣

(
『大
洲
新
報
』
第
二
九
号
､

l
九
三
三
年

〔近
代

史
文
庫

『
明
治
初
期
農
民
運
動
史
料
』
第

一
韓
､

一
九
六
〇
年
〕
)
八
八
-
八

九
頁
｡｢明
治
四
年
大
洲
騒
動
見
聞
録
｣

(同
右
)
七
三
頁
O

｢
三
輪
略
日
記
｣

(同
右
)
二
九
頁
｡

｢辛
未
久
万
山
動
揺
略
記
｣

(同
右
)
四
七
頁
｡

｢明
治
四
年
百
姓
騒
動

1
件
｣

(頼
硝

1

｢
『世
直
し
』
情
勢
下
の

『支

配
』
の
特
質
と
諸
階
層
の
動
向
｣
〔佐
々
木
潤
之
介
編

『村
方
騒
動
に
世
直
し
』

下
'

一
九
七
二
年
〕
)
四

一
頁
｡

｢明
治
四
年

県
民
騒
動
二
付
布
告
井
説
諭
書
｣

(
『
府
中
市
史

史
料
編

Ⅲ

近
世
編
下
』

1
九
八
八
年
)
二
三
七
-
二
四
五
貢
｡

土
屋
喬
雄
他
編

『
明
治
初
年
農
民
騒
擾
壕
』

t
九
五
三
年
､
四
五
四
-
四
五

五
頁
｡
朝
野
重
兵
衛

｢諸
事
聞
き
細
｣

(
『兵
庫
県
同
和
教
育
関
係
史
料
集
』
第
二

新
政
反
対

1
柴
と
民
衆
的
想
像
力

巻
'

1
九
七
三
年
)
二
九
四
頁
｡

(20
)

藤
本
義
方

｢
日
誌
｣

(同
右
第
三
巻
'

1
九
七
四
年
)

二

〇
八
頁
D

(21
)

｢
津
山
県
北
条
県
触
達
及
届
書
類
写
｣

(
『岡
山
県
史
』
第

二
八
巻
､
1
九

八
七
年
)
六

一
貫
｡

(22
)

｢
百
姓
悲
泣
記
｣

(長
光
徳
和
編

『備
前
･
備
中

･
美
作
百
姓

一
挟
史
料
))

第
五
巻
､

一
九
七
八
年
)

1
八
八
〇
貢
O

(gQ
)

小
野
武
夫
編

『維
新
農
民
蜂
起

等
』

1
九
二
九
年

二

九
六
五
年
増
補
版
)

一
六
四
-

〓
ハ
五
頁
｡

(24
)

平
尾
道
推

『
土
佐
農
民

一
携
史
考
』

1
九
五
三
年
へ

l
〇
三
頁
｡

(25
)

柳
田
国
男

『
山
の
人
生
』

一
九
二
六
年

(岩
波
文
庫
版

『遠
野
物
語

･
山
の

人
生
』

一
九
七
六
年
)

一
一
七
-

二

八
貢
｡

(26
)

小
松
和
彦

『神
ぼ
し
』

t
九
九
1
年
'
二
1
四
-
1
H
五
頁
｡

(27
)

麻
生
磯
次
他
訳

『対
訳
西
鶴
全
集

一
〇

本
朝

二
十
不
孝
』

一
九
七
六
年
､

五
五
頁
O

(g3
'

山
田
孝
雄
他

『
日
本
古
典
文
学

大
系
二
四

今
普
物
語
集
三
』
(岩
波
書
店
､

一
九
六

1
年
)
八

1
-
二
頁
｡

(付
記
)

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
､
谷
山
正
道

エ
ロ同
市
光
男
氏
ら
の
御
助
力
を

得
た
'
記
し
て
感
謝
し
た
い
｡

(本
学
非
常
勤
講
師
)


